
[ 在籍 男子355人 女子322人 計677人 ] 

 

今年度の作品展は「多田東の夢と希望のパーク」をテーマに取り組んできました。子どもたち

は日々の制作活動の中で平面作品や粘土等を使った立体作品を作ってきました。それらの個人作

品や共同作品を展示しました。各学年の発達段階によって、使う道具や表現の方法が違い、１年

ごとに成長していく様子が伺えます。展示作品を通して、取り組んできた子どもたちの様子が想

像でき、細かな作業が苦手な子も、自分の作品として真剣に取り組んでいただろうなぁというこ

とが見え隠れして楽しく鑑賞することができました。寒い中、多くの保護者、地域の皆様に来校、

鑑賞していただきましてありがとうございました。 
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＜今後の予定＞ 

１２月 

１日（金）個人懇談予備日  作品展 

２日（土）・３日（日）作品展 

７日（木）クラブ活動 

９日（土）三世代ふれあい広場 

１５日（金）登校安全指導 

２０日（水）給食最終日 

２２日（金）たんぽぽ茶話会 

２５日（月）２学期終業式  

PTA親子クッキング 

２８日（木）仕事納め 

１月 

   ４日（木）仕事始め 

９日（火）３学期始業式 

１１日（木）給食開始  シェイクアウト訓練 

１４日（日）創立記念日  

  

 

秋が深まり日の入りが早くなって、夜の時間が長くなりました。１１月の全校朝会では子ども

たちに読書の話をしました。テレビ等の映像や情報は受動的な要素が強いのに対して、読書する

ことは、自分で本を選択し、文字を読んで、自分で考え、想像するという能動的な要素が多くあ

ります。また、同じ所を反芻しながら何度でも読み返せる所に読書の良さがあるように思います。

知らなかったことが、本の世界を通して分かるようになったり、「なぜそうなるのか」等、疑問

に思ったり、「ああ、そうだったのか」と、自分のペースでゆっくり考えることができるのも読

書の良さではないでしょうか。若いときに読んだ本を、読み返してみると、その当時には分から

なかったことが、すうっと飲み込めるようになってきたり、また、違う良さが分かったりと、読

み手の経験の違いによって、様々な読みとり方ができるのも、読書の良さなのだと思います。「時

間がないから、本が読めない。」という子どもがいます。それは、「何に時間を使うのか」という

ことでもあり、１日２４時間の中で、どう自分が時間を使うのかを考え、生活を見直すことにも

つながります。１０分ずつ、３０分ずつと自分で時間を決めてまずは始めてみてはどうでしょう

か。 

 

 

１２月は１年の締め括りです。月の終

わりを「みそか」といいます。年の終わ

りだから「大みそか」といいます。「大み

そか」に向けて整理整頓をしてみてはど

うでしょうか。親子で一緒に、日頃やり

残したところや引き出し、棚を掃除する。

その中で、子どもは整理整頓の仕方や掃

除の仕方を学習します。物があふれてい

ることにも気づくでしょう。「いるもの」

「いらないもの」の整頓の仕方も学習し

ます。身体を使ってする整理整頓は、子

どもにとって、物の使い方を知り、考え

る力、「どうしようか」と判断する力の育

成に繋がります。「散らかっていても気にな

らない」という人もいますが、掃除をして、

きれいな環境の中に我が身を置くことも大切なことだと思います。 

＜ お 知 ら せ ＞ 

＊１２月９日（土）は「三世代ふれあい広場」が開催されます。ジョイフル・フレンド・クラブ

主催でPTAの役員の方が餅つき体験や昔遊び等、企画・運営にあたってくださっています。

世代を超えていろいろな年齢層の方々と出会い、様々な体験をすることは子どもたちの成長に

つながっていきます。多くの方々の参加を心待ちにしています。 

 

＊終業式後で、川西警察交通安全課より講話があります。冬休みを安全に過ごすために、自転車

の乗り方をはじめ、交通ルールについてのお話を聞きます。 

読書について 

雑 感 


